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問 消防本部予防課☎22-0332　FAX22-9427消防だより

住宅防火・命を守る住宅防火・命を守る 10 のポイント

● 4つの習慣
①寝たばこは絶対にしない、させない /
②ストーブの周りに燃えやすいものを置
かない / ③こんろを使うときは火のそば
を離れない / ④コンセントはほこりを清
掃し、不必要なプラグは抜く
● 6 つの対策
①火災の発生を防ぐために、ストーブや
こんろなどは安全装置の付いた機器を使
用する / ②火災の早期発見のために、住
宅用火災警報器を定期的に点検し、10 年
を目安に交換する / ③火災の拡大を防ぐ
ために、部屋を整理整頓し、寝具・衣類・
カーテンは、防炎品を使用する / ④火災
を小さいうちに消すために、消火器など
を設置し、使い方を確認しておく / ⑤お
年寄りや身体の不自由な人は、避難経路
と避難方法を常に確保し、備えておく / 
⑥防火防災訓練への参加、戸別訪問など
により、地域ぐるみの防火対策を行う

防火ポスターコンクール結果防火ポスターコンクール結果

　正しい火の取り扱いや住宅用火災警
報器の設置を推進する作品を募集し、次
のとおり入賞作品を決定しました。
＜彦根市消防長賞＞
　上川 創介さん（高宮小５年）
＜彦根防火保安協会会長賞＞
　木原 寧音さん（城北小５年）

【金賞】音瀬 太心さん（高宮小３年）
【金賞】右近 武琉さん（金城小５年）
【金賞】品田 瑛太さん（中央中１年）
【銀賞】松本 沙瑚さん（城南小３年）
【銀賞】伊吹 結愛さん（城南小６年）
【銀賞】大西 椿さん　（豊日中２年）
【銀賞】森 彩瑠さん　（多賀中２年）
【銅賞】太田 奈歩さん（城北小３年）
【銅賞】小林 心音さん（河瀬小４年）
【銅賞】松下 歩夢さん（西中３年）
【銅賞】宮川 優奈さん（多賀中２年）
【銅賞】黒栁 芽以さん（西中３年）

119 番通報するときは、慌てず落ち着いて119 番通報するときは、慌てず落ち着いて

　11 月９日は、昭和 62 年から地域住
民と消防をつなぐ電話番号にちなんで、

「119 番の日」と定められています。落
ち着いて、正しい通報をするように心が
けましょう。
問 消防本部通信指令課
☎ 22-0119　FAX 27-0119
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「 お出かけは  マスク戸締り  火の用心 」「 お出かけは  マスク戸締り  火の用心 」秋季火災予防運動（11月 9日～ 15日）
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博物館だより

　　　▲
②「埋忠刀譜」

（部分） 第314回

彦根城博物館☎22-6100　　22-6520
https://hikone-castle-museum.jp/
開館時間　8：30～17：00（入館は 16：30まで）

FAX

■11月8日㈫、同9日㈬は、展示替えのため一部休室します。
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■ スライドトーク 
【日時】7月23㈯14：00～（30分程度）
【解説】当館学芸員　【場所】講堂  
  ※無料（観覧料は別途必要） ※当日受付（先着35人、受付は13：30～）

8月31日㈬まで

湖東焼　赤絵金彩翡翠図建水　鳴鳳作

　常設展示「“ほんもの”との出会い」では、譜代
大名筆頭・井伊家に伝来した名宝を中心に80点あま
りを展示しています。

常
設
展
示
の
名
品

　彦根城博物館では、さまざまな情報をタイムリー
に発信するため、「彦根城博物館Tw i t t e r
（@hikone_museum）」を令和3年10月に開設し
ました。　　
　展覧会、講座、イベントなどに関する情報をはじ
め、展示作品の見どころや四季折々の博物館の様子
などを随時お知らせしています。
　下のQRコードから、ぜひフォローをお願いします！

Twitterで情報発信中

11月7日㈪まで

「上田道三ー彦根の歴史風景を描くー」
　上田道三(1908～84)は彦根に生まれ、京都や奈良で絵を学んだのち彦根に戻り、城郭や古民家等を愚直に描き続けた画家です。本展で
は、道三が描いた彦根の風景画を中心に、画壇で活躍した若き日の作品も展示し、その画業の全貌を紹介します。

　抹茶を点てる際
に用いる建水とい
う茶道具で、使っ
た水を捨てる器で
す。本品は、江戸
時代後期に彦根城
下で制作された湖
東焼で、名工とし
て知られる鳴鳳の
華麗な絵付が映え
る優品です。

▲赤絵金彩翡翠図建水

■  スライドトーク
【日時】11月12日㈯14:00～（30分程度）
【解説】当館学芸員　【場所】講堂
　※無料（観覧料は別途必要）　
　※当日受付（先着50人、受付は13:30～）

特

集

展

示

企画展関連講演会

「井伊家伝来刀剣　名刀の履歴書」
　江戸時代、彦根藩井伊家が有した刀剣の中には、名物をはじめとする
名刀の数々が確認できます。これらの来歴や魅力について、古文書や写
真などを通して紹介します。
【日時】11月19日㈯14:00～15:30
【解説】当館学芸員　
【場所】講堂
　※資料代100円
（観覧料は別途必要）
　※当日受付
（先着50人、受付は13:30～）

「松居石材商店からみる近代彦根」

　松居石材商店は、江戸時代に彦根の城下で創業した石工職人の店です。
近代以降、その技術を活かして幅広く事業を手がけ
ていく近代彦根の石材店を紹介します。

【日時】9月17日㈯14:00～15:30
【講師】当館学芸員　【場所】講堂　
　※資料代100円（観覧料は別途必要）
　※当日受付（先着50人、受付は13:30～）

▲短刀　銘 来源国次（名物 源来国次）

特
集
展
示
関
連
講
座

企

画

展

11月10日㈭～12月6日㈫

「彦根藩井伊家の刀剣」
　江戸時代の大名は、名物をはじめとする多くの刀剣を有して
いました。本展では、当館が所蔵する井伊家伝来の刀剣と豊富
な古文書を通して、彦根藩井伊家が所持していた刀剣の全容に
迫ります。

刀　無銘
伝長船倫光▶
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チケット情報
みずほ文化センターひこね市文化プラザ

【ひこね市文化プラザ各公演　発売初日の予約の取扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記の価格は全て税込価格です。
◎入場制限のある公演は、託児サービスを実施します。
　子ども1人1,000円。各ホールまで事前予約が必要です。

11月の休館日：7日㈪、14日㈪、21日㈪、28日㈪

申込・お問い合わせ先　
みずほ文化センター☎43-8111（9:00～17:00）

11月の休館日：1日㈫、4日㈮、8日㈫、15日㈫、22日㈫、
                      24日㈭、29日㈫

【ひこね市文化プラザ・みずほ文化センターでは、次の感染症対策を実施しています】▶館内設備の定期消毒　▶手指消毒液の設置
▶飛抹飛散防止カーテンの設置　▶非接触型体温計の常備　▶新型コロナウイルス感染拡大防止システム「もしサポ滋賀」の表示の設置

申込・お問い合わせ先  チケットセンター ☎27-5200 (9：00～19：00)
チケットはインターネットでもご購入いただけます。https://bunpla.jp/

　　　　　

令和5年1月14日㈯ 14：00 多目的ホール

【11月 5日㈯発売（窓口 9時～、電話 13時～）】 

みずほ寄席 「新春落語まつり」

一般 / 前売1,500円、当日1,800円
高校生以下 /
　前売1,000円、当日1,200円

小学生以上
託児あり（有料・要予約）

指定

＜出演＞笑福亭晃瓶、笑福亭恭瓶、
           笑福亭風喬、笑福亭呂翔 / 入谷和女(三味線)

11月23日（水・祝） 14：00～16：00 メッセホール

アルコールインクアートでクリスマスカードづくり

12月10日㈯ 14:00 多目的ホール
劇団むう 「森のともだち」

　劇団むうによる児童劇
「きみだぁれ？」と「ともだ
ちできた！」をお送りします。

講師：浅井稚晶（atelier.Lion）　〈参加費〉500円（当日支払い）
〈対象〉小学生（付添可能）　〈定員〉15人(先着順)
〈持ち物〉ドライヤー、ハサミ、汚れてもいい服またはエプロン
〈申込方法〉11月1日㈫9：00～
ひこね市文化プラザチケットセンターの電話・窓口で受付
　　　　　　　　　　　　　　　　　（初日は電話のみ）

こども向け芸術体験

12月24日㈯ 9：30（9：00受付）
第13回 直弼杯囲碁大会　出場者募集
〈場所〉彦根商工会議所（中央町）4階大ホール　〈対象〉アマチュアの方　〈定
員〉120人(先着順)　〈対局方式〉申込状況により、段・級位を考慮して、8クラ
ス程度に分かれて対局　〈競技形式〉各クラスごとに準スイス方式(詳細は当
日説明)　〈費用〉一般：1,000円、中学生以下：500円　〈申込期間〉11月8日
㈫～同22日㈫【必着】
※はがきに①住所・郵便番号②氏名③フリガナ④年齢(小・中学生は学校名・
学年も)⑤電話番号⑥段・級位を書いて「ひこね市文化プラザ直弼杯囲碁大会
事務局」あて(〒522-0055野瀬町187-4)にお送りください。はがき1枚につき
参加者は1人まで。

【好評発売中】 前売500円、当日600円自由

※3歳以上有料

　「ほっかほかラジオ」でお馴染みの
笑福亭晃甁さん出演の新春落語会
です。初笑いは、ぜひみずほ寄席で！


